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(1) 

21 , CC が、 )0(),( 2 tttP において 2xy  に接するとき、 

21 , CC は、 P における 2xy  の接線に、 P において接する。 

21 , CC の中心を結ぶ直線は、 P における 2xy  の法線に等しい。 

法線の方程式は 22
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P において 2xy  に接し、 y 軸にも接する円C の中心の x座標を、 

)0( aa とすると、C の半径は aに等しい。 
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a であり、 P までの距離が aに等しいから 
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aに関する 2次方程式①の 2解のうち、小さい方が r 、大きい方が R である。 

0)14(4)14()14(4 2422222  ttttttD であるから 
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0  t を満たす。求める P の座標は 
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